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研究成果の概要（和文）：フランス啓蒙における《近代》の構想は、女性を二流市民として社会的に抑圧するこ
とに立脚するものであった。この点については1970年代初頭より、水田珠枝、スーザン・M.オーキンなどを嚆矢
とするジェンダー史研究者によって指摘がなされてきたが、現在までフランス啓蒙が孕むジェンダー的な瑕疵は
あくまで周縁的な問題とされてきた。本研究課題においては、道徳的規範である習俗と、美的規範である趣味が
啓蒙期フランスにおいてそれぞれ大きく変容したことを女性に対する抑圧の一端と捉えることによって、17世紀
に宮廷やサロンを中心に醸成された女性的な文化が批判され、男性的な習俗と趣味が称揚されるようになった経
緯を考察した。
 

研究成果の概要（英文）：Enlightenment philosophy has often been the target of feminist criticism as 
it has been considered a foundation of the patriarchal and androcentric ideology. In the second half
 of the 20th century, Japanese and American research on gender, such as that of Tamae Mizuta and 
Susan Moller Okin, contributed to this criticism. However, until now, in most cases, there has been 
little reflection on gender bias in French enlightenment research, and that gender defect has been 
regarded as a marginal issue. This project focused on how the elegant and feminine culture developed
 in the classical age was threatened by the masculinization of taste and moeurs due to the rise of 
nationalism in the middle of the 18th century.

研究分野：フランス文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
17世紀に宮廷やサロンを舞台とした雅やかな文化が発展したのに対し、啓蒙の世紀には「女性的なるもの」が貶
められ、攻撃されるようになる。商業社会の興隆を背景にして発展した女性的な文化は、習俗と趣味にそれぞれ
「洗練」をもたらすと考えられていたが、趣味や習俗は洗練されることによって「女性化」し、堕落するという
声が大きくなっていく。本研究課題「18世紀フランスにおけるミソジニー（女性嫌悪）とナショナリズム」の学
術的意義は、七年戦争以後におけるナショナリズムの台頭とともに顕著になるヒロイズムへの偏向が、18世紀フ
ランスにおける習俗と趣味の男性化に与えた変容を浮かび上がらせることである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

17世紀に宮廷やサロンを舞台とした雅やかな文化が発展したのに対し、啓蒙の世紀には「女
性的なるもの」が貶められ、攻撃されるようになる。商業社会の興隆を背景にして発展した女
性的な文化は、道徳的な規範概念である「習俗（mœurs）」と美的な価値判断である「趣味（goût
／taste）」にそれぞれ「洗練（sophistication）」をもたらすと考えられていたが、その反面、趣味
や習俗は洗練されることによって「女性化」し、堕落するという声が大きくなっていく。 
 こうした「習俗」の変容について、ポーコックの『徳・商業・歴史』は 18世紀を、古代ギリ
シアに淵源をもつ「市民的徳（civic virtue）」から、商業社会の基盤となる｢近代的｣倫理への転
換期と位置づけている。18世紀フランスにおいては、英語圏の思想の影響を強く受けたモンテ
スキューやヴォルテールが、ポーコックの論じるとおり、商業の発展にもとづく習俗の「洗練」
に対して好意的であったとはいえ、商業の発展とその結果である奢侈、女性的な文化は、それ
ぞれ必ずしも肯定的に受け入れられていたわけではない。それどころか 18世紀のフランスにお
いて女性は、「習俗の堕落」の要因と見なされるようになり、前世紀にサロンや宮廷を発信源と
して成熟した女性的な文化に対する批判が高まっていく。 
 近年、歴史学の分野において、アラン・コルバン、ジョルジュ・ヴィガレロが監修した『男
性性の歴史』、ドミニーク・ゴディノーの『近代フランスにおける女性』といったジェンダー的
価値観の変容に関する研究の刊行が相次いでいる。ところが、18世紀フランス研究における中
心的課題である習俗、趣味をめぐる問題は、ジェンダー的価値と切り離すのが不可能であるに
もかかわらず、ジェンダー的視点をもつ包括的研究は未だ見られない。また従来、こうした「習
俗」の変容は、近代科学が発展する過程でキリスト教権力が後退し、知識の変革と同時に社会
が世俗化したことによって引き起こされたと考えられてきた。  
このような考え方に対して、本研究課題においては、18世紀フランスにおける「習俗」の変
容がジェンダー的な価値観の変化と密接に結びついていることに着眼し、女性的文化の衰微と
七年戦争以後におけるナショナリズムの台頭と相俟って勢いを強めていくヒロイズムへの偏向
に焦点を絞って考察をおこなった。 
 
２．研究の目的 

17世紀以降のフランスにおいては、サロン文化が洗練させた女性的な文化に対する批判、そ
して七年戦争以後におけるナショナリズムの台頭とともに顕著になるヒロイズムへの偏向が習
俗と趣味の変容をもたらした。本課題「18世紀フランスにおけるミソジニー（女性嫌悪）とナ
ショナリズム」においては、18世紀フランスにおける「女性的な文化」の地位の低下について、
当時の道徳的な規範、「習俗」と、この「習俗」と深く結びついた美的な尺度である「趣味判断」
の変容について考察した。本研究課題の目的はこの「習俗の変容」とジェンダー的価値観の変
化に関する研究を深化させ、啓蒙の世紀において新しい倫理観が形成される過程を明らかにす
ることである。 
 
３．研究の方法 
本研究では「修辞学理論書」を中心とした一次資料のテキスト分析に基づく実証的方法と、
フランス文学、政治思想史、社会史など複数の学問領域の方法を併用した。研究を遂行するに
あたって、ILL サービスの活用と近刊図書の購入によって国内で入手可能な文献を渉猟する一
方、2016 年から 3 年度にわたって、夏季・春季の休業中、年間合計 60日にわたり、パリのフ
ランス国立図書館において、18世紀フランスにおける「ミソジニー」と「ナショナリズム」に
ついて充実した資料調査をおこなった。また、上記出張中には、パリ・ソルボンヌ大学のセリ
ーヌ・スペクトール教授、リール第 3大学ガブリエル・ラディカ教授、ジュネーヴ大学のマル
タン・リュエフ教授ら、18世紀フランス思想史の泰斗と研究打ち合わせを重ね、啓蒙期におけ
る父権的な家族観の確立とナショナリズムの高揚について継続して議論をおこなった。 
内容に関して具体的には、以下の４つの工程を通して研究を遂行した。 
（１）18世紀フランス政治思想史における「ミソジニー」の理論的形成 
（２）18世紀フランスの文学作品における「ミソジニー」的言説の展開 
（３）18世紀フランス修辞学における「男性的文体」の称揚 
（４）18世紀フランスおける新旧論争と「趣味」の男傾化 
 
４．研究成果 
 本研究の成果については、研究期間内に発表した論文（8件）、著書（4件）にまとめたほか、
現在、単著の書籍の刊行を準備している。また、招待講演 5回を含む 11回の研究発表をおこな
った。 
（１）18世紀フランス政治思想史における「ミソジニー」の理論的形成 

18世紀フランスにおける女性批判のもっとも重要な論拠をなしていたのは「女性は習俗を腐
敗させる」という主張であった。この習俗の腐敗を根拠とする女性批判に関してはルソーの『学
問芸術論』、『ダランベール氏への手紙』が知られているが、こうした批判は、ルソーに限らず、
モンテスキューの『法の精神』をはじめとする 18世紀フランスにおいて刊行されたあらゆる著
作に見られるものである。とはいえ前世紀のフランスにおいて、サロンや宮廷を中心に女性的
な文化が発展したのに対して、18世紀になるとフランスではこうした女性的な文化に対する批



判が強くなる。しかしながらこうした価値観は、当時のフランスに固有の偏見、もしくはフラ
ンスが他のヨーロッパ諸国に発信し、広めた偏見であり、ヒュームやスミスなど、スコットラ
ンド啓蒙の思想においては女性的な文化は尊重されていた。ところが 18世紀のスコットランド
とフランスの政治思想におけるジェンダー観の明白な差異に対しては、これまで目立った個別
研究が見られない。 
 本研究においては、18世紀フランスにおける女性批判の高まりについて、世紀後半における
ナショナリズムの高揚と結びつけて分析し、このミソジニーの本質について当時の議論の思想
的背景を探ることで考察を多角的に深化させた。 
 
（２）18世紀フランスの文学作品における「ミソジニー」的言説の展開 
従来、18世紀フランスを対象とするジェンダー研究においては、オランプ・ド・グージュな
どの女性作家を対象とした研究が主体であり、「男性が描く女性」における「ミソジニー」的な
視点は看過されてきた。本研究において着眼したのは、18世紀フランスにおいて「習俗の堕落」
をもたらす女性的な文化と対置され、高い価値を付与されるのは、古典古代の文芸作品に範を
とり「英雄」的な行為に身を捧げる「男性」という点である。フランスでは、1701年にボワロ
ーが増補改訂したロンギノス『崇高論』の序文で、コルネイユ作品の「英雄性」をそれまで古
典古代に固有の価値であった「崇高」と称したことが端緒となり、以後ボワローの「崇高論序
文」は典拠として参照されるようになる。 
 本研究においては、18世紀フランスにおける近代的女性像の成立において、父権的な家族観
とナショナリズムとの関わりを手がかりに考察をおこなった。具体的には、ルソー『エミール』
第 5篇、そして『エミール』のエピローグである『エミールとソフィー』に描かれるエミール
の配偶者ソフィーに対する教育とその失敗が「近代的ミソジニーの起源」としての役割を果た
していたのではないかという観点から考察を深化させ、研究発表と論文の執筆をおこなった。 
 
（３）18世紀フランス修辞学における「男性的文体」の称揚 
 「説得の技術」として古代ギリシアにおいて誕生し、キケロらによって言説の構築に関する
方法論として体系化された「修辞学」は、17世紀フランスにおいては「不十分なラテン語教育」
として機能不全に陥っていた。18世紀になると「修辞学」は、法曹界の拡大、官僚組織の発展、
商業ブルジョワジーの台頭などによる身分制社会の流動化にともない、フランス語によってフ
ランス語の文献を用いておこなわれるようになったことから息を吹き返す。 

17世紀の修辞学理論においては、簡潔で力強い文体の理想とされた「アッティカ的文体（style 
attique）」が、ヴォワテュールらがキケロを参照して提唱した「urbanité（都会的な洗練）」と呼
ばれる優雅で女性的な文体と同列のものとして対置されていたが、18世紀にルソーが『学問芸
術論』において urbanité を女性的で柔弱、軽薄な文体として批判したことにより、アッティカ
的文体は「男性的な文体」として称揚されるようになる。本研究では、18世紀フランスにおい
て確立した近代修辞学における「男性的文体」の称揚について考察をおこなった。 
 
（４）18世紀フランスおける新旧論争と「趣味」の男傾化 
 18世紀のフランス語修辞学においては、コルネイユ、ラシーヌなど、フランスの「黄金時代」
とされたルイ 14世期の作家の文学作品を模範として「趣味判断」の能力を養成することが求め
られた。ところが 18世紀フランスにおける修辞学は前世紀の文学作品を「新しい古典」として
称揚する際に、修辞学が理想とする「崇高」とヒロイズムを結びつけるようになり、このこと
から修辞学においても「男性的」な価値がもてはやされるようになる。とりわけ七年戦争の敗
戦以後台頭したナショナリズムと相まって勢いを強めていくヒロイズムへの偏向はこの「男性
的」な価値の回帰を後押しし、「崇高」はエドモンド・バークによって「ロココ的」、すなわち
女性的かつフランス的な「美」の概念と対置されることにより「男性的価値」としての地位を
確立していく。 
 本研究においては、18 世紀における「新しい古典」の生成と趣味概念の変容について、17
世紀からの新旧論争の議論を踏まえて考察をおこなった。 
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